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，
燃焼勧 鰯 室鍵比髄 だ け勘 噛 ．

　i．　目『Df動積σ冫号彡響

3し帆 蝸 ： 個 劬 囎 細
，
朏 ね た謝

贈
請 知 な 一 て蝸 鞭 に麟 し

，

その 後は壁に温 う吏ヒ な b が
ノ
登に 刃 う廴1‡

． 醸ロ 面積が ’1丶 さい と きは お お亡 輔
一
炎

，

太電 い と，き 【‡伸び た絳夷きあ う。 前声く面積 加4・）で1‡
ノ 炎が短かくも t‡高く肉箇の遡

熱傭 しくな ・・がンん II・kさ い （9 − 9の 。

　孔つ き肉筱（対向形 ）二　個々 の 填霧流は全鎮域に わた つ て青炎であ り．

一
抑は内

劇 鉦 近轍 てい う． 肉岫 渡が大き い と きは
， 坐に畷 脈 炎が 舛 く

，
猛幡

くノ釦 毛太き い （図
一

邪 ）。

　孔 つ き肉筒（噛合形丿 ：　 繭ロ面積が 太’トい でれの と きも、 壁に沿う
・長い獰廴芝生

じ
，
炎娠 鱒 騰 等い 、

， しか し
． 飜 が kt ・・ とき1‡

，
嫡 の飜 ・が落し燭 く

．

7， 1‡高・
くノも。 毛太きい （ca　一・9c ）。

　なおノ
いで軋の 内筒形攻で 毛

．
酌履が 人さい ときは燃滝奮1詞丞く渥。 は 丸き い （凡・

に定格室捷比 の的4 億）。

100

fa

一 ・勲f時　
一
r

−一嫌 ず　 　 ［
〔

対向 〔o ｝

諱」 ・・
ぶ

　　　 撃
丶

圏歯査（の

蜘 　慧
　 　 　 　 Y
　 争煙 ξ

馬

 
セ

、

卩 し〔
・
〕

α．孔 な し瞞 　 　 　 b」 い き 嫡   向 形 ）　 C・扣 衲 激 齢 粉

　　　　　図
一
望　ワ』むよぴ ノも．。 〔・EP ：由D 面旗・1・． 。 fiP：肉口面積 大〕

　ii．　　床1滴空気孑し有雲、の影響

勲 鹹 とz 和 ・戴 た ときの 鯲 翻 性・s
， 孑Lな し内簡で 1抽 禎が ’トさ い と縄

乳フ 蓉内箇（対向，
噛合）で 1‡たき、、とさが優れひ 播 ． こ淑ら3老の 謎鱗 特性を
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比軼ゴ淑ぽつ ぎ の避Lリ．

齢 形 陬 蔓輔 うk い 蝦 擁 歳拐 ．
こ ・ 撕 は

， 拗 し蝸 で纏 か e，・・9．・a〈

bが
，
計向fa．　lc　1‡な い ． 二 れに伴い

，
炎の長 泊‡持向彰 が 毛ワ ヒ弋短か い

。 た だ し
．

内筒の
・一・e？　t‡い す叭毛過訟ゴ ゐ ．

　持向形 は
ノ 空燃比 の 全頓域に わた っ てそ』が 毛っ と も高くノ畆 ｛大 き い （図 一f参旺）．

なお ． 燃橇音は対向形 が ， また圧力損知 ‡乳撃 し肉筒が 走ツ ヒ 弋犬、き い
．

　2）　封向形 k お け も内箇空気9しの軸オ向位置の
・影挈

　甫ロ 面積のたきぢ封向形 で
ノ
L を4履 く40〜 ／ρ〃

凝 つ に 変之ち．

　¢ ． 冷磯力
・・

ス汰れ

L の 値が し〕す れの場合に も
一次爆燬 域 1・ は働 こ

渦があ ヲ
、
流れ褸椥 ；全領域に わ た つ て安定か フ 1手 ぽ

軸対称 であ b。

　燃粁と蜘 乙な い 場合に は
，
嗔射弁近くに翫れ域が

わ さがン ニ れ と環 状渦 は ムが 7〈L き い liど 下糸劃 へ瀞 う

（鼠一！・）。 望ぢ
．
軸上 の 遂汰罐度耀は しが 人戔 い rgど

丿1・ さい （図一
［2 参麗 ）．

　
一オ

． 耀料左頃射
一
す∂ と

，
L が 口す

・
れ の と き宅理伏

渦の形桝 該
，

位 置が変切 ．
乱 れ動 ‡テ

’SOI3　b ． 　 図 噸 流顧 椈 ・健 す蝋 L

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 珍」f の羣彡響r〔対向形 ， B齣 〕
　b． 燃焼器特畳

　勉 状況， 内筒の 蕋蓮 みよ〃 燃使者は定諮壑

挫比付迎 だけ 左Oj　A 〈う．

陶 劬 嗔霧向鵬 立 し劼 翻 kOP膏炎と ぢヴ

て 内箇fi，IESく に 至 葛が
，

吃の 復 の 壁．k ラ呂う炎

砿． し≦ 鴛 の ヒさは蒋く短か い 膏裏で あ ソ
．

ム

s ／oo の と き穿長い 輝炎が こ れ に 加 わ ・

冫内筒の

懸 、・も丿惹しし、
◎

　図 一 liは ぞ』匕ノ｛O 左二示、しノ　ムオV六．寺 い ほど驚匹

乙
’
燃 縦 噴射 u よ 吐 ミ

’
燃
1
料
辱
と噴射 した ヒさ

40靈 三藍
60i蠡蓬蠶：一

ア5餮 疆蓬
1，。疆 藕蓬

’σ0

80

7a6

ρ
　 2θ　　　 40　　　　60　　　　30

　　図
一II　 7bあ・，1　wrs．o 〔対向形 〕

焼き！‡低 下寸 るが
， 炎1‡・長《 な b ．なおン か ボ 冫 祈豪、はし浄 れの場合宅み ら艇ない

・

　3）　ノ儀o と 冫堅向ガ スラ廴十tヒ の 峡国し

　前速φ ように
ノ
3雇の 1勾簡で廟ロW殺 左2Lb 　3 い は六t向移 でム左変之，5 と

ノ
ノ幺∂

t咳 i・・3 。

一
オ、

麩 比が 稗 りK き ・暘 合の 繊鰍 ｝の か焉 勧 ち 前迷 のゐ廁がス

　 　 　 　 　 　 ゆ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pt

流れの うちむ は 拠料左填射 しな い と き の モれ，k絶 い
，
　 t芳 む うれ さ．

な で 广後輪 淋 鯱 お擢 雌 阻 。琳 猷 粛 ・ん 。 の 鯉 と諏 飾 〆1
　汰　　　と の 　

’
：　3種の 内筒で 繭口 面積左麦之，た場亀 孔 ワ 3 肉筒で は

ノ
函猿
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オ吠 き い （：t： は・トさ ・・）と き urん tKsU （臆 い ）オ9 こ和 ・ 対耐 5…隷 臨 の

　　　　 　　　　 　　　　 　 い　　　　　　　　　　ヤ

蓊し い 繊 17噴射弁」生くヒ おけ δ縦 k虜〜の肩（寺た1ち無 ‘： 血 、、）であ5。
一
オ

，
孑し熔し

蝸 で 1‡
，
祕 のた’9・ r墺 鱒 く ・9．・・h・S．e くしか t・fi1lj，S　T・　」WE．　ts ・）th

−
、

い t−9 ・ 場

含毛噴射飛Lくに 1さ酷杖 した孟し・k域1Ptあ｝．

以 上 と 峡 々 リ
、

軸 磁 妖 さ姻 筋 で
・乙鍍 乞砺 合

，

い す 姑 ん が 常

い 水
，

この 場合匕 t乱 れ苡があ δ． ただ し
，
L が 大．き、、 博 ご ノ畆 が 大きく乱 れ峨走軸

オ向 に長 い ．

　こ の ように
，
乱 れ餓 の 有舌と 乏の 丸きさは ノ畆の 人ホ に 犬きな鹵係が あ δ・

粛 と の mess： 斑 の 蝸 で 由岫 積tkzr ＝ 場奄
”°

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／eo
面城が Kf ・・ と きは 耀 が ・1・ Vく 戸 た対鰯 で ム 嫁 之

た場合・ktr
／　L、カX

・
大t．い ほ とこ▽k

“

が ノ1丶 さし、
．

　これらの場合 に 1‡
， 兼起模楳水 か なリ昊惣 5 に毛拘 ら

？“

，
▽k

’

とノ畆 ヒ の 肉係1‡図一12 の ようKfi 廴

な お
，

・財 戯 ヒ に よ ・ て で 勧 死繊 の 嘆網 か
図一12　▽kSとノ豎o と の 碇！氤

砌 礫 ・‡
，
粛が ，トさ囎 ご 知 く

tS 　V
， 獣 ・ 橄 1誠 く繝 知 ヒ軟 匁 ・、

・

5．YkE，h
　D　燃料噴射弁形 式 σ齪

態 廴峡 擁 騰 ・ 鯱 ・ 当 り， 翻 繍 覿 知 繊 職 3 ・ ・ ヒ

県
た・

こ抑 臥 て は
，

お祉 拠飽 蹠 k 和 予す嬬 特肋 纏 ヒ 卿 て ・ 繍 か ら
．
個 乏

の 難 が 粉 離 二し吻 b“（の Yジ ェ ・ 卜艤 気鰡 試 こ し r＝ ．な聴 ・さ紐
・
砿

　z） 煙 齢 特牲 に 1廴卩シマ 内箇側壁筌気ILOP孝彡蓼

凱 蝴 飛 胤 破 擁 幡 ・鱗 祉 の ち
．

嫡 蜘 しの船 緬 ・ftた

め
， 多；し穴 Y ジ ェ ツ ト

」

形空気蝋 赱一瞞乞た ・k形健 に さ ｝k丁ラ由耀旋実Sk　b’xu ’
同護

型．内の 栓・向が ス東賦 験を常温勇m 下で仟な い
，

つ 5”の 蠡塚 左得た・

ra。 醵 。瓣 ； 爆鰯 細 凱含勲 状沢 ．嚇 鋼 1ち抽 し 蝸 鱒
，
　onが

，！、さ い 壱の カsc耀二↓hLて い 5 廴tcお し
！ ノ猿ρ ヒ圧 力1員宍、左徐 く）。ナ｝向1驂B よび 働 の づL

つ 納 箇で 1‡
， 磁 が 僧 ・、 勧 確 気 てV5 ．

鹹 空気 し躯 の緋 ： 上 畑 枷 鹹 （向・ 醸 帆 な し黼 で 1林 訊 つ き

躪 で 献 ）に 夘 騰 嫐 樵 撚 て i」5t
， 緬 燃 髄 ひ ・ 3 （t・ 2 し

・ 斌

焼音覧栓 く）．

齣 形 1。 おけ 納 幣 気細 耡 向置 鏘 卑 ・ 躪 空知 し・ べ ・ フ1・tu ら・

距難 （L ）t．t‡
， 優へ た蝕麟 隧が籍ら歳 葛適正緬 畑 あ ソ．

物 範帥 ち お お よそ

to〜 80　
” WL

と，匙わk5 ．
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　これよ り宅L、がホ さ丶 、と きは ． 燃煉看が増犬 し
、
空趣』ヒが人さ 、、 とさの 鴇科 〃

・k．o

水 似 下し
，
及．対 に

．
し か 大さ s 、t ”．　t；

，
内箇憂に 宛 う炸灸左生 じ内筒の 遡 力嵯 しく

旬 ，
楽は 伸o・　5．

ん と冷勧 煉 忙 の 蛙 ： ゼ赫 飫 な ｝に し鮴 い
，
詠 鋤備 拘 ・ ｛ウ

慣
・
ノ｛．o が 大さくな ｝．

（廴 献 〕

り K・MIWA
．　R・・F・・…6 ず5婦 Ruath 　IAst・ノ

ルち・
22 （！，S7 − 7）・

ユ）　狼矢， ｛左1藤
，　才羨萩

・」
学・会せとン 22厂ム8ノ（8召42− 6）

，
8！7 ；K・NEYA ，　s・〜AT σ

ノ Pa＆しca

　　で 5唖 bU ・k　1・ ・そ・、！＞5・2？ 〈lfse− 2 ）・

3）　菰矢
． 雉」令，

肉燦妝農｝
， 彑

一46 （昭
’
4ト 4）

，
It ；　オ長矢

，
葱峯．含 ， 道し篝し

，
寄tAe技

　　衡穀害
ノ
全」
一
尺 昭 42− 1）

，
甘．
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